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〜真の友人からの手紙〜

　中部ろうさい病院で
は平成13年より夜間・

休日に加えて日勤帯の救
急患者を受けつけていま

す。平成18年度には地域災害拠点病院の指
定を受け、これにより地震などの災害時は
地域の拠点病院として活動する義務を負っ
ています。
　この間、平成10年には救急車搬送数が年
間約2,000件であったのが、平成14年に
3,000件を越し、以降は3,500件前後で推移
しております。救急車で搬送される方とご
自分で救急外来に受診される方をあわせ
て、おおよそ入院の３割にあたる方は救急
外来での診療を受けておられます。
　当院におきましては、循環器系（急性心
筋梗塞）や脳神経系（脳卒中）の救急疾患
はもとより、可能な限り「いつの時間にも」、

「どのような症例にも」対応することを心
がけております。このため現在日勤帯は救
急部スタッフ、研修医と各科バックアップ
体制をとっており、夜間・休日は８名前後
の医師による当直体制ならびに各科当番医
によるバックアップを行っています。いず
れの場合におきましても、臨床研修病院と
して研修医によって診療を開始いたしま
す。加えて、救急外来ではご自分で来院さ
れる方（歩ける方もしくは車いす利用の方

など）と救急車搬送される方は入り口が異
なり、その上、診療は原則重症者優先とな
りますので、場合により長くお待たせする
ことがあります。救急外来の特殊性でもあ
りますので、なにとぞご理解いただくよう
お願いいたします。
　救急外来においては、緊急を要する病状
か否かをまず判断した上で、専門医の治療
の必要性を検討しております。したがって、
専門医の治療をはじめから希望される方
は、緊急性がなければ午前中の各科外来へ
お越しいただくことをお勧めします。この
ため受診手続きにつきましては科により予
約が必要な場合があります。詳細な案内を
させていただきますので各科の外来に問い
合わせ下さい。
　最後になりますが、かかりつけの先生が
ある方は、可能であれば紹介状をご持参い
ただければ幸いです。かかりつけの先生に
は必ず問い合わせを行っております。普段
の飲み薬の「お薬手帳」などを持参してい
ただくと診療がよりスムーズに運びますの
でよろしくお願いいたします。
　救急外来スタッフは「地域医療の窓口」
としての業務を担うことを常に心がけてお
り、今後とも整備を進めていく方針です。
なにとぞご支援のほどよろしくお願いいた
します。

　  〒455-8530
　  名古屋市港区港明１-10-６
　　  TEL 052-652-5511
　　  FAX 052-653-3533

http://www.chubuh. rofuku.go.jp/

発行所：中部ろうさい病院

救急部・一般内科部長　 丸 井　伸 行

1当院の救急外来の現状
　………………救急部・一般内科部長　丸井　伸行
2新体制の糖尿病・内分泌内科について
　…………糖尿病・内分泌内科部長　中島　英太郎
3なごやか検診（骨密度検診）を受けましょう
…………………………………放射線科　宮本　宏美
4「DMAT」ってご存知ですか？
　………………救急看護認定看護師　酒井　麻希子

今月号のお知らせ 4子どもの手術もおまかせ下さい
　…………………手術看護認定看護師　米村　雅美

5第４回白鳥・市民健康セミナーをおえて
　…………………………整形外科部長　伊藤　圭吾

6研修センターだより

6編集後記

6当院の理念・当院の基本方針

当院の救急外来の現状




